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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 京都薬科大学 大学名 京都薬科大学 

研究プロジェクト名 新規分子標的治療薬創薬に向けた大学発ベンチャー基盤の確立 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【研究プロジェクトの目的・意義】 

京都薬科大学が独自に開発してきた疾患関連評価系と創薬研究基盤を有機的に融合さ
せ、充実した健康長寿生活の実現に貢献できる大学発創薬ベンチャー基盤を確立することを
目的とする。悪性腫瘍と認知症に焦点を絞り、アカデミアの学術基盤を有効利用することに
よって新たな創薬・予防薬シーズを発掘し、シーズのライセンスアウトを目指した産学連携プ
ラットフォームを構築するとともに、大学発の創薬ベンチャー基盤の確立を目指す。 

【計画の概要】 

本学の当該内容の研究者を I.シーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I）と II.合成・相互作
用解析グループ（Gr-II）の 2 つのグループに分け、進捗会議を通して各グループの先進的創
薬研究を有機的に融合した研究拠点を形成する。本プロジェクトの中心的メンバーである若
手研究者の独創的な発想の元に研究を展開し、研究代表者がこれらを統括し学内横断的研
究プラットフォームを形成することで連携を密にし、期間内での目標達成を目指す。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

平成 27-28（2015-2016）年度は、各参画者の所有するシーズを元に研究を進めてきた。
Gr-I；I-1) Gr-II と共同し、新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物を見出した。I-2) がん細胞の
浸潤/遊走抑制作用がある新規クマリン系化合物を見出した。I-3) Gr-II と共同し、膠芽腫幹
細胞の増殖を抑制する新規アセトゲニン誘導体見出した。I-4)がん細胞の細胞分裂を標的と
する抗がん剤候補化合物のスクリーニング法を確立した。Gr-II：II-1) 新規 Wnt/-catenin 経
路阻害化合物を合成した。II-2)浸潤/遊走抑制作用を有する新規クマリン系化合物を合成し
た。II-3) 葱白、ネムロコウホネ根茎、等を素材とした約 90 種類の抗がん作用を有する化合
物を単離した。II-4)アセトゲニンチオフェンアナログの水溶性化を指向した構造活性相関研
究を展開し、左側側鎖部位への修飾により、ヒトがん細胞増殖抑制活性を維持したまま水溶
性を付与できることを見出した。II-5) ペプチド性 BACE1 阻害剤について、構造活性相関研
究を行い、環構造及び P1’構造に関する新たな知見を得た。各グループ間の議論、年 2 回の
進捗会議、および Annual Meeting を通じ、各参画者の得意とする研究手法を確認した。平成
29（2017）年度には、これらのシーズ、技術を①Wnt/-catenin阻害薬の創製、②がん転移抑
制薬の創製、③アセトゲニン誘導体がん治療薬の創製、④A産生抑制および凝集阻害薬の
創製の 4 グループに集約し、各メンバーが協力して分子標的治療薬の創製に携わった。現在
までの成果は以下の通りである。Gr①：新規 Wnt/-catenin 阻害化合物は、現在臨床試験
が進んでいる ICG-001（PRI-724）より高い抑制効果を示し、各種がん細胞株に細胞死を誘導
した。Gr②：新たに合成したクマリン系化合物が小分子量 G タンパク質を介して遊走/浸潤能
を抑制することを見出した。Gr③：新規アセトゲニン誘導体が AMPK 経路の活性化および細
胞死を誘導することを見出した。Gr④：BACE1 阻害活性を有する新規骨格として、N-アミジノ
ピロリジンを見出した。 
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平成 27 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   京都薬科大学     ２ 大学名   京都薬科大学     

 

３ 研究組織名     シーズ発掘・バリデーショングループ      

 

４ プロジェクト所在地   京都市山科区御陵中内町 5      

 

５ 研究プロジェクト名    新規分子標的治療薬創薬に向けた大学発ベンチャー基盤の確立   

 

６ 研究観点        研究拠点を形成する研究         

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

芦原英司 病態生理学分野 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  13 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

中田晋 
臨床腫瘍学分野・

准教授 

がん幹細胞を駆逐する標的

分子の探索 

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定 

戸田侑紀 
病態生理学分野・

助教 

がん細胞の悪性化機構の解

析と阻害剤のスクリーニング 

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定 

赤路健一 
薬品化学分野・教

授 

がん関連標的蛋白質の機能

調節分子の創出 

がん分子標的治療薬の

デザイン・合成 

服部恭尚 
共同利用機器セン

ター・講師 

神経変性疾患関連蛋白質の

機能調節分子の創出 

アミロイド凝集阻害薬の

創製 

小林数也 
薬品化学分野・准

教授 

アミロイド産生調節蛋白質の

機能調節分の創出 

アミロイド産生阻害薬の

創製 

中村誠宏 
生薬学分野・准教

授 

天然資源からの抗がんシー

ズの探索とリード化合物の創

製 

天 然 由 来 シ ー ズ の 探

索、リード化合物創製の

ための構造活性相関研

究 

小島直人 
薬品製造学分野・

准教授 

アセトゲニン誘導体による抗

がんシーズの探索とリード化

合物の創製 

アセトゲニン誘導体を用

いたリード化合物創製の

ための構造活性相関研

究 
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長谷川功紀 
共同利用機器セン

ター・准教授 

がん関連標的蛋白質の機能

調節分子の創出 

高感度視覚化に基づく

新規がん細胞検出法の

探索 

野口正弘 
京都薬科大学・客

員教授 
知的財産の特許申請を担当 

発掘されたシーズの特

許申請 

芦原英司 
病態生理学分野・ 

教授 

がん細胞の悪性化機構の解

析と阻害剤のスクリーニング 

がん幹細胞維持機構・

がん細胞の転移機構の

解明と治療標的分子の

同定 

（佐賀大学） 

木村晋也 
医学部・教授 

臨床検体を用いた新規化合

物の POC の証明と臨床試験

の立案 

新規分子標的薬の臨床

応用 

（近畿大学） 

藤田貢 
医学部・准教授 

Sleeping Beauty トランスポゾ

ンを用いた自然発症型悪性

腫瘍モデルマウスの作製 

ヒトのがん病態に酷似し

た正所性担がんモデル

マウスの作製 

（摂南大学） 

久家貴寿 
薬学部・助教 

がん細胞における細胞分裂

制御の解析 

がん細胞増殖機構の解

明と治療標的分子の同

定に関する助言 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん幹細胞維持機構の

解析 

細 胞 生 物 学 分

野・助教 
賀川裕貴 

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし（大学院生） 病態生理学分野・助教 戸田侑紀 

がん幹細胞維持機構

の解明および細胞増

殖阻害化合物の同定 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

熊本大学・助教 
共同利用機器センター・准

教授 
長谷川功紀 

高感度視覚化に基づ

く新規がん細胞検出



（様式１） 

 

法人番号 261006 

プロジェクト番号 S1511024L 

 

法の探索 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん細胞における細胞

分裂制御の解析 

生化学分野・助

教 
久家貴寿 

がん細胞増殖機構の解

明と治療標的分子の同

定 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都薬科大学  

生化学分野・助教 
摂南大学 薬学部・助教 久家貴寿 

がん細胞増殖機構の

解明と治療標的分子

の同定に関する助言 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

Ca2+シグナルによるが

ん化の解明および治療

標的分子の同定 

薬理学分野・助

教 
鬼頭宏明 

がん化に伴うイオンチャ

ネルの活性変化と細胞

内 Ca2+シグナル異常の

解析 

（変更の時期：平成 29 年 12 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都薬科大学  

薬理学分野・助教 
名古屋市立大学・助教 鬼頭宏明 

プロジェクトに参画し

ない 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん幹細胞を標的とす

る再発予防シーズの探

索 

公 衆 衛 生 学 分

野・ 講師 
長谷井友尋 

がん幹細胞繊維機構の

解明および再発予防化

合物の同定 

（変更の時期：平成 30 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都薬科大学  公衆

衛生学分野・ 講師 
大阪薬科大学・准教授 長谷井友尋 

プロジェクトに参画し

ない 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
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【研究プロジェクトの目的・意義】 
 京都薬科大学が独自に開発してきた疾患関連評価系と創薬研究基盤を有機的に融合さ
せ、充実した健康長寿生活の実現に貢献できる大学発創薬ベンチャー基盤の確立を目的と
する。悪性腫瘍と認知症に焦点を絞り、アカデミアの学術基盤を用い新たな創薬・予防薬シ
ーズを発掘する。得られたシーズの学術的評価に臨床評価を加味し、シーズのライセンスア
ウトを目指した産学連携プラットフォームを構築する。アカデミア視点の治療薬・予防薬の創
出を目指す。さらに、若手研究者を主体とした将来につながる大学発創薬ベンチャー基盤の
確立を目指す。これら一連の研究活動は、私立大学の特徴を生かした機動性の高い創薬ベ
ンチャー基盤の確立とともに、将来を担う若手薬学研究者の育成にも大いに寄与する。 

（２）研究組織 

 本学の当該内容の研究者を①シーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I）と②合成・相互
作用解析グループ（Gr-II）の 2 つのグループに分け、各グループの先進的創薬研究を有機的
に融合した研究拠点形成を行う。進捗会議を通じ各研究者の所有するシーズを洗い出し、そ
の中から共同で遂行する創薬シーズを選定し、分子標的治療薬・予防薬を創製するプラット
フォームを築く。さらに臨床試験の立案経験を有する学外臨床医学研究者と協力し、トランス
レーショナルリサーチ体制を築く。シーズのライセンスアウトに向けては、学内の知的財産・産
学官連携センターと連携し、特許取得のためのサポート体制を築く。 

（３）研究施設・設備等 

【施設】 
1. 愛学館：面積（1,455 m2）、研究室等数（35）、プロジェクトに関係する使用者数（45 人） 
2. 躬行館：面積（1,176 m2）、研究室等数（24）、プロジェクトに関係する使用者数（39 人） 
3. S 棟：面積（1,007 m2）、研究室等数（33）、プロジェクトに関係する使用者数（20 人） 
4. 創薬科学フロンティア研究センター：面積（2,312 m2）、研究室等数（27）、プロジェクトに関

係する使用者数（28 人） 
5. バイオサイエンス研究センター：面積（781 m2）、研究室等数（15）、プロジェクトに関係す

る使用者数（84 人） 
【主な装置、設備】 
1. In vivo imaging system Lumina IIIXR：使用時間（887 時間） 
2. X 線照射装置 MultiRad160：使用時間（94 時間） 
3. 共焦点レーザー顕微鏡システム LSM510META：使用時間（2233時間）(平成27-28年度) 
4. 共焦点レーザー顕微鏡システム LSM800：使用時間（1792 時間）（平成 29 年度に導入） 
5. FACS Calibur：使用時間（1236 時間） 
6. LSRFortessa：使用時間（873 時間）（平成 28 年度より稼働） 
7. FACSJazz：使用時間（713 時間） 
8. 細胞イメージングシステム Operetta：使用時間（1400 時間） 
9. GloMax Discovry System：使用時間（820 時間） 
10. 核磁気共鳴装置 JEOL ECS400：使用時間（4673 時間） 
11. 核磁気共鳴装置 JEOL LA500：使用時間（14943 時間） 
12. 核磁気共鳴装置 JEOL ECA600：使用時間（14950 時間） 
13. 核磁気共鳴装置 Bruker AVANCE III HD：使用時間（4032 時間） 
14. MALDI-TOF 型質量分析計 Bruker microflex：使用時間（643 時間） 
15. 大気中イオン化質量分析機 島津 LCMS-IT-TOF：使用時間（607 時間） 
16. ハイブリッド型質量分析装置 JEOL SX-102A QQ：使用時間（301 時間） 
17. フーリエ変換赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-4600：使用時間（200 時間） 
18. 円二色性分散計 J-1500-450STG：使用時間（552 時間） 
19. シングル四重極 LCMS Agilent LC/MS 6130B：使用時間（724 時間） 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
I．シーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I） 



（様式１） 

 

法人番号 261006 

プロジェクト番号 S1511024L 

 

1. -catenin/TCF レポーターアッセイ法を用いて、新規 Wnt/-catenin 経路阻害剤を発掘
し、これらは多種のがん細胞株の増殖を抑制することを見出した。 

2. がん細胞の遊走能・浸潤能双方を抑えるクマリン系化合物 daphnetin をヒット化合物とし
て構造活性相関研究を行い、遊走能および浸潤能抑制新規化合物を同定した。 

3. がん幹細胞が生存する骨髄ニッチの低酸素環境を模倣した低酸素状態で長期培養可能
となった低酸素環境適応骨髄腫細胞株が、幹細胞性を有することを見出した。 

4. 新規ブロモドメイン阻害剤が、多発性骨髄腫の増殖を抑制することを見出した。 
5. 神経膠芽腫の根治を目指すため、神経膠芽腫幹細胞の性状解析を行い、乳酸輸送に関

わる輸送体が高発現していることを見出し、その輸送体の阻害剤により増殖が抑制され
ることを見出した。 

6. 高転移性マウス骨肉腫細胞株の遊走/浸潤能を抑えるネムロコウホネ由来化合物を同
定した。 

7. がん細胞指向性を有する神経膠芽腫が分泌するエクソソーム由来の脂質成分で再構成
したリポソームがエクソソームの指向性を再現することを見出した。 

8. がん細胞中のアミノ酸代謝酵素γ-グルタニルシクロトランフェラーゼ（GGCT）発現を抑
制することで、がん細胞増殖が抑制されることを見出した。 

9. 新規アセトゲニン誘導体が膠芽腫幹細胞の増殖を顕著に抑制し、AMPK 経路の活性化、
細胞周期停止およびアポトーシス細胞死を誘導することを見出した。 

10. 細胞分裂イメージングによるがん細胞の細胞分裂を標的とする抗がん剤化合物のスクリ
ーニング法を確立し、約 30 種の化合物を細胞分裂標的薬候補として同定した。 

11. ゼブラフィッシュによるソニックヘッジホッグ(Shh)シグナル活性評価系と KSHV 感染原発
性体腔液性リンパ腫（PEL）モデルマウスによる抗腫瘍化合物評価系を作製した。 

12. 骨芽細胞増殖には Ca 活性化 K チャネル KCa3.1 が関与し、細胞分化には内向き整流性
K チャネル Kir2.1 が関与することを明らかにした。 

II．合成・相互作用解析グループ（Gr-II） 
1. Gr-I による-catenin/TCF レポーターアッセイ法を指標に活性化合物を見出した。見出し

た活性化合物は合成困難であり、新規候補化合物の設計と合成を継続中である。 
2. がん細胞の転移を抑制する新規クマリン系化合物の作用標的探索研究を行い、化合物

の自家蛍光を利用し、細胞内核周辺に集積することを見出した。 
3. 葱白、ネムロコウホネ根茎、クロタネソウ種子を素材とし悪性腫瘍に対する予防・治療成

分の探索を進めている。これまでに、約 90 種類の化合物を単離した。 
4. 金針花およびアカネ根部から得られた成分を用いラット副腎髄質褐色細胞腫由来細胞

（PC12 細胞）における神経分化促進作用および A凝集抑制作用の検討を進めている。
これまでに、約 20 種類の化合物を単離し活性を評価した。 

5. アセトゲニンチオフェンアナログの水溶性化を指向した構造活性相関研究を展開し、アル
キル鎖部位にエチレングリコール単位を導入した新規誘導体の合成を行った結果、左側
側鎖部位への導入により、ヒトがん細胞増殖抑制活性を維持したまま水溶性を付与でき

ることを見出した。 
6. ペプチド性 BACE1 阻害剤にアルケン架橋構造を導入した大環状阻害剤の合成と P1’サ

イトにおける構造活性相関研究を行い、最適な置換構造に関する知見を得た。また、新
規低分子型BACE1阻害剤としてN-アミジノ含窒素環状骨格をデザインし*1、N-アミジノピ
ロリジン骨格において、弱いながらも BACE1 阻害活性を有する誘導体を見出した。 

7. リガンドを用いた受容体検出法の開発を行い、神経内分泌腫瘍切片のソマトスタチン受
容体を検出に成功した。次にエストロゲンを用いて受容体検出法を開発している。 

＜特に優れた研究成果＞ 
I．シーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I） 
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1. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物が、がん細胞株*2-3、がん幹細胞*4 にアポトーシスを
誘導することを見出した。転移関連遺伝子の発現を抑制し、細胞遊走を抑制することを
見出した*5。 

2. クマリン系化合物 daphnetin*6 および新規クマリン系化合物*7 が、低分子 G タンパク質の
発現を抑制することでアクチン重合を抑え、細胞遊走/浸潤を抑制することを見出した。 

3. 低酸素環境適応骨髄腫細胞株の幹細胞性維持に TGF-/Smad 経路が重要であること
を見出した*8。 

4. 新規ブロモドメイン阻害剤が正所性骨髄腫モデルマウスの生存期間を延長し*9、分子標
的治療薬と相乗的に骨髄腫細胞株の増殖を抑制することを見出した*10。 

5. 乳酸輸送体（MCT1）が神経膠芽腫幹細胞の治療標的分子であることを見出した*11。 
6. コウホネ由来化合物が高転移性マウス骨肉腫細胞株の遊走能および浸潤能抑制を有

することを見出した。 

7. 神経膠芽腫細胞由来エクソソームの膜表面タンパク質が自身のがん細胞指向性に寄与
しないことを明らかにした*12。本エクソソームの脂質成分で再構成したリポソームが、が
ん細胞指向性の一部を再現した*13。 

8. 乳がんや膠芽腫等のがん細胞の増殖が GGCT に依存し、その欠乏が p21/p16 誘導を介
した細胞周期停止および細胞老化を惹起することを見出した*14。GGCT の新規結合分子
として転写抑制性制御因子 Prohibitin-2 を見出した*15。新規 GGCT 酵素活性阻害剤プロ
ドラッグを創製し、前立腺癌担がんモデルの進展を抑制することを見出した*16。 

9. Src の異常な活性化は、がん細胞に DNA 損傷を与えることで染色体異常を誘導すること
を見出した*17-18。微小管標的抗がん薬の評価に有用な新規微小管免疫染色法を開発し
た*19。がん治療の標的分子候補 FAM83H が、がん細胞間の接着性を低下（運動性は増
加）させる仕組み等を解明した*20-21。 

10. KSHV 感染原発性体腔液性リンパ腫（PEL）を免疫不全マウスへ移植した抗腫瘍化合物

評価モデルを用い、天然物由来化合物の Shh シグナル抑制と抗腫瘍活性を評価した結
果、複数個の化合部がそれらの活性を有していることを見出した*22。 

11. マウス前骨芽細胞に KCa3.1 が機能発現することを初めて明らかにした。 
II．合成・相互作用解析グループ（Gr-II） 
1. 活性のある複数の Wnt/-カテニン阻害剤を見出し、活性発現に重要な部分構造を明ら

かにした。新規候補化合物が、標的蛋白質探索のリガンドとなり得ることを見出した。 
2. 転移抑制性クマリン化合物が細胞膜を透過し、核周辺に集積することを見出した。 
3. 葱白やネムロコウホネなどから単離した珍しい環状硫黄化合物や含硫黄セスキテルペン

アルカロイド二量体は、悪性腫瘍に対する医薬品シーズとしての可能性を示した*23-26。 
4. 金針花およびアカネ根部から得られた成分が有意な PC12 細胞における神経分化促進

様作用あるいは Aβ凝集抑制作用を示すことを見出した*27。 
5. アセトゲニンチオフェンアナログの THF 環部分 17-18 位の相対配置が threo であること

が活性の発現に重要であることを見出した*28。蛍光標識化プローブの合成を行い、本化

合物はミトコンドリアへの局在が見られること*29、複合体 I選択的阻害活性を示すことを明
らかにした*30。 

6. 側鎖に末端アルケンを有するヒドロキシエチルアミンユニットの合成法を確立し*31、大環
状阻害剤の合成を達成した*32。エポキシ体を鍵中間体とした効率的な P1’誘導体の合成
法を確立し*33、構造活性相関研究から、P1’芳香環上の置換基に関する新たな知見を得
た*34。BACE1 阻害活性を有する新規骨格として、N-アミジノピロリジンを見出した*35。 

7. リガンドを用いた受容体検出法の開発において、神経内分泌腫瘍切片のソマトスタチン
受容体を検出することに成功した。免疫組織化学染色法に比べより高い検出率であるこ
とを見出した*36。 



（様式１） 

 

法人番号 261006 

プロジェクト番号 S1511024L 

 

＜問題点とその克服方法＞ 
I．シーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I） 
1. 現在見出している化合物の Wnt/-catenin 経路阻害活性では十分とは言えない。

Wnt/-catenin 経路中の標的分子をビーズ法にて同定する。 
2. 現在見出しているクマリン系浸潤/遊走抑制化合物の標的分子を、ビーズ法または現在

開発中の新規免疫沈降法にて同定する。また合成中の化合物を用いて、引き続き構造
活性相関解析を行う。 

3. 薬物送達技術が不可欠である核酸医薬を当初のリポソーム内包薬剤として想定してい
たが、エレクトロポレーションなどの煩雑な内包手段に限られるため、pH 勾配法等、確立
された比較的簡便な内包技術を用いてドキシルビシンの内包に変更する。 

4. 新規細胞分裂阻害化合物の標的分子の同定を行う。結合ビーズを用いた標的タンパク
質精製法、LC-MS/MS による精製タンパク質同定法等、基盤技術を開発する。 

5. 明らかにした Shh シグナル抑制化合物と抗 PEL 化合物の詳細な作用機序を、開発した
評価系にて検討中である。 

II．合成・相互作用解析グループ（Gr-II） 
1. 現在見出している化合物の活性は不十分である。標的タンパク質を明らかにし、阻害剤

との共結晶構造解析により効率的な阻害剤開発を行う。 
2. 標的タンパク質をビーズ法または現在開発中の新規免疫沈降法にて同定し、阻害剤と

の共結晶構造解析により効率的な阻害剤開発を行う。 
3. 葱白やネムロコウホネから単離した化合物が微量成分であるため、効果が期待できる成

分については天然物からの追加単離および成分の誘導体合成を検討する。 
4. 金針花およびアカネ根部から得られた活性成分の構造と活性に関する知見が不十分で

ある。期待できる成分については成分の誘導体合成を検討する。 
5. アセトゲニンチオフェンアナログの標的部位は未解明であるため、各種ケミカルプローブ

の合成を行い、解明を目指す。 
6. 13 及び 16 員環の大環状阻害剤では、活性が低下したことから、更なる最適環構造の探

索を行う。P1’誘導体では親化合物の活性を超える誘導体を見いだせていない。パラ位
とメタ位の最適構造を組み合わせることで、より強力な阻害剤の創出を目指す。N-アミジ
ノピロリジン型阻害剤の阻害活性は十分とは言えないため、疎水性置換基を中心とした
構造活性相関研究を行う。 

7. 検出薬剤のエストロゲン誘導体は結合活性が低く、検出のためには高濃度で反応させる
必要が生じた。そこでタグ修飾位置を変更した結合活性の高い新規薬剤を合成する。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
1. 新規 Wnt/-catenin 阻害化合物群の特許申請を行う予定で現在準備中である。 
2. 新規転移抑制クマリン系化合物群の特許申請を行う予定で現在準備中である。 
3. 抗腫瘍活性を示した新規アセトゲニン誘導体の特許申請を行う予定で準備中である。 
＜今後の研究方針＞ 

各グループ間の議論ならびに年2回の進捗会議、成果発表会を通して、以下の4グループ
に集約し、各メンバーが協力して分子標的治療薬の創製研究を行う。特許取得を目指し、ア
カデミア発ベンチャー設立の基盤を構築するとともに、シーズのライセンスアウトを目指す。 
① Wnt/-catenin 阻害薬の創製 

構造活性相関検討を続け、さらに標的分子の同定を行う。同定後、共結晶構造解析によ
り効率的な阻害剤開発を進める。並行して、多種のがん細胞に対する抗腫瘍効果を in 
vitro 系および in vivo 系マウスモデルを用いて検証する。 

② がん転移抑制薬の創製 
標的タンパク質をビーズ法または現在開発中の新規免疫沈降法にて同定する。その後、
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共結晶構造解析により効率的な阻害剤開発を進め、並行して多種のがん細胞に対する
転移抑制効果を in vitro 系および in vivo 系マウスモデルを用いて検証する。 

③ アセトゲニン誘導体がん治療薬の創製 
新規アセトゲニン誘導体の膠芽腫に対する治療効果を in vivo 系マウスモデルを用いて
検証する。既存の膠芽腫治療薬との併用効果の有無を in vitro 系および in vivo 系マウス
モデルを用いて検証する。AMPK 経路の活性化と細胞周期停止効果に関連する因子を
中心としたメカニズム解明を通じて有用性の高いバイオマーカーを同定する。 

④ A産生抑制および凝集阻害薬の創製 
引き続き構造活性相関研究を進め、より高活性な BACE1 阻害剤の開発を行う。高活性
誘導体については、BACE1 との共結晶の構造解析を行い、得られた構造情報を阻害剤
設計にフィードバックすることで更なる構造最適化を進める。また並行して、アルツハイマ
ー病モデルマウスを用いて脳内移行性の評価を行い、物性面からの構造最適化を行う。 

＜今後期待される研究成果＞ 
① Wnt/-catenin 阻害薬の創製 

現時点で新規 Wnt/-catenin 阻害剤としての特許取得が期待される。さらに標的分子が
同定され、共結晶の構造解析により、より強力な Wnt/-catenin 経路阻害剤が創製さ
れ、前臨床試験を進め標的分子阻害剤としての特許を取得し、企業へのライセンスアウ
トが期待される。 

② がん転移抑制薬の創製 
本クマリン系化合物群の標的分子が同定され、共結晶の構造解析により、より強力なが
ん転移抑制剤の創製が期待できる。前臨床試験を進め、がん転移抑制剤としての特許
を取得し、企業へのライセンスアウトが期待される。 

③ アセトゲニン誘導体がん治療薬の創製 
新規アセトゲニン誘導体の抗悪性腫瘍薬として特許取得が期待される。特に標準的治

療薬が極めて少ない膠芽腫に対し、単剤もしくは既存抗癌剤との併用での有効性を確立
する前臨床試験を進めることで、企業へのライセンスアウトが期待される。 

④ A産生抑制および凝集阻害薬の創製 
ペプチド性阻害剤では、環サイズの同定、および P1’サイトの最適化を行うことで、大員
環を基盤としてペプチド性を低減した新規骨格を有する阻害剤設計が可能になると期待
される。また、低分子型阻害剤では、非環状アミジノ基を核とする新規骨格を基盤とする
ことで、より臨床応用に適した物性を有する阻害剤の開発が期待できる。 
 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
おおむね順調に進んでいる。当初のメンバー3名が転出したが、集約した 4つのプロ

ジェクトの推進への影響はない。しかし①～③のプロジェクトでは標的分子が未同定で
あり、結晶構造解析による効率的な阻害剤開発が着手できていない。新加入したメンバー
の所有するシーズにより研究手法が広がり、現在加速的に研究を進めている。今年度内

には標的分子を同定する予定である。④のプロジェクトでは、現有の阻害剤の阻害活性は十
分とは言えず、また脳内移行性を含む各種物性に関する評価も行えていない。相互作用部
位に関する新たな知見に基づき、より強力な阻害剤開発を進める。またアルツハイマー病モ
デルマウス評価系を準備しており、今年度内に脳内移行性を評価する予定である。 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
 2 名の学外有識者に外部評価者を依頼し、毎年の成果発表会のご講評をいただき、本プロ
ジェクトを運営・推進してきた。今までの成果発表会の評価票および今回の評価票を合わせ
て参考資料として提出する。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  分子標的治療薬   （２）  悪性腫瘍       （３）  Wnt/-カテニン経路   

（４）      転移       (５） クマリン系化合物   （６）  アセトゲニン    

（７）  アルツハイマー病   （８） -セクレターゼ    

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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大阪大学大学院薬学研究科天然物化学分野セミナー (大阪), 2017. 1. 

196. 長谷川功紀、前泊里佳、後藤久美子、古嶋昭博、伊藤隆明: Kiss1 受容体発現腫瘍スク

リーニングと 67Ga-DOTA-Kisspeptin10 を用いた SPECT イメージング．  第 56 回日本

核医学会学術総会 (名古屋),  2016.11. 

197. 松本卓也、小島直人、伏見哲也、岩﨑宏樹、山下正行: ピリミジン環を連結したアセトゲ

ニン誘導体の複素環連結部位に関する構造活性相関研究. 第 34 回メディシナルケミス

トリーシンポジウム (つくば), 2016. 11. 

198. 吉澤慎一郎、服部恭尚、小林数也、大西康司、足尾真美、越野裕貴、山中優季、赤路健

一: オクタヒドロイソクロメン骨格構築を基盤とする縮環型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害

剤の合成. 第 42 回反応と合成の進歩シンポジウム (静岡), 2016.11. 

199. Koki Hasegawa, Rika Maedomari, Shinji Kudoh, Takaaki Ito: Detection of cholecystokinin 

receptor in formalin-fixed paraffin-embedded tissue sections using CCK8 derivative．  

第 53 回ペプチド討論会 (京都), 2016.10. 
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200. 小林数也、出口綾香、菊池真理、井尻咲、服部恭尚、赤路健一: HEA 型 BACE1 阻害剤

の構造最適化を目指した合成法の開拓. 第 66 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (大

阪), 2016.10.*31 

201. 川島浩之、片山萌衣、吉田凌太、赤路健一、浅野晶子、土井光暢: ヒトカルシトニンの 13

位-32 位のアミノ酸配列に着目した二量体モデルの合成と凝集性の評価. 第 66 回日本

薬学会近畿支部総会・大会 (大阪), 2016.10. 

202. 松本卓也、小島直人、伏見哲也、岩﨑宏樹、山下正行: ピリミジン環を有するアセトゲニ

ン誘導体の複素環連結部位の生物活性への影響. 第 66 回日本薬学会近畿支部総会・

大会 (大阪), 2016. 10. 

203. 岩﨑宏樹、井上暁斗、小畑久美、小関 稔、小島直人、山下正行: ヨウ化サマリウムを用

いた２－トリフルオロメチルインドリン誘導体合成法の開発検討. 第 66 回日本薬学会近

畿支部総会・大会 (大阪), 2016. 10. 

204. 中嶋聡一、中村誠宏、松田久司: 老化によるアルツハイマー病治療を目指した神経細胞

分化促進作用物質の探索 . 第 21 回天然薬物の開発と応用シンポジウム (千葉) 

2016.10. 

205. 中嶋聡一、増本優介、中村誠宏、太田智絵、谷美友紀、矢野真実子、平井大策、山岡加

奈、米田太一、笠 詩織、松田久司: ワサビノキ葉部の神経細胞様分化促進作用. 日本

生薬学会 第 63 回年会富山 2016 (富山) 2016.9. 

206. 河原誠一、高畑光希、須田真人、戸田一弥、松本桐子、加藤幸、服部恭尚、梅澤公二、

真壁秀文、藤井博：ブドウ梗から単離された抗腫瘍活性成分の構造と flavan-3-ol 重合

体の合成研究. 第 58 回天然有機化合物討論会 (仙台) 2016.9. 

207. 長谷川功紀、前泊里佳、伊藤隆明: リガンド誘導体染色法を用いたコレシストキニン受

容体の検出． 第 57 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 (東京), 2016.9. 

208. 前泊里佳、長谷川功紀、伊藤隆明: 肺癌における kisspeptin Receptor(GPR54)の発現．  

第 57 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 (東京), 2016.9. 

209. 岩﨑宏樹、澤村隆志、井上暁斗、小畑久美、小関 稔、小島直人、山下正行: ヨウ化サ

マリウムを用いた新規 2-トリフルオロメチルインドリン誘導体合成法の開発. 第 46 回複

素環化学討論会 (金沢), 2016. 9. 

210. 松本卓也、小島直人、伏見哲也、岩﨑宏樹、山下正行: ピリミジン環をメチレンアミンで

連結したアセトゲニン誘導体の合成と生物活性評価. 第36回有機合成若手セミナー 明

日の有機合成を担う人のために (京都), 2016.8. 

211. 井上暁斗、岩﨑宏樹、小畑久美、小関 稔、小島直人、山下正行: ヨウ化サマリウムを

用いた新規 2-トリフルオロメチルインドリン誘導体の合成研究. 第 36 回有機合成若手セ

ミナー 明日の有機合成を担う人のために (京都), 2016.8. 

212. Kazuya Kobayashi, Yasunao Hattori, Kenta Teruya, Akira Sanjoh, Atsushi Nakagawa, Eiki 

Yamashita, Kenichi Akaji: Structure Activity Relationship Study for P1-P1’ Site of 

Transition State Mimic Inhibitors for BACE1. 34th European Peptide Symposium/8th 

International Peptide Symposium (Leipzig, Germany), 2016.9.*33 

213. 足尾真実、越野裕貴、吉澤慎一郎、岸一俊、照屋健太、小林数也、服部恭尚、赤路健

一: オキサ－デカリン型骨格を有する SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の立体選択的合

成. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3. 

214. 川島浩之、片山萌衣、吉田凌太、赤路健一、浅野晶子、土井光暢: ヒトカルシトニン二量

体モデルにおける凝集性及び繊維形態の評価. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3. 

215. 森本幸太、小島直人、堀内正子、岩﨑宏樹、山下正行: デュアルコア型アセトゲニン誘

導体の合成とヒトがん細胞増殖抑制活性の評価 . 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 
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2016.3. 

216. 松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、山下正行: アセトゲニンチオフェン誘導体

の収束的合成法の開発と THF 環部位の立体異性体の活性評価. 日本薬学会第 136 年

会 (横浜), 2016.3. 

217. 長谷川功紀、伊藤隆明: リガンド誘導体を用いた受容体染色剤の開発． 日本薬学会年

会 第 136 年会(横浜), 2016.3. 

218. 奥田若奈、松本崇宏、中村誠宏、中嶋聡一、吉川雅之、松田久司: メディシナルフラワー

研究：中国産金針花含有アルカロイドの生体機能性. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 

2016.3. 

219. 深谷匡、中村誠宏、中嶋聡一、小川慶子、松本崇宏、太田智絵、劉江、松田久司: メディ

シナルフラワー研究：キンモクセイ（Osmanthus fragrans var. aurantiacus）花部を素材とし

た新規生体機能性を有する含有成分及びその誘導体の探索研究. 日本薬学会第 136

年会 (横浜), 2016.3. 

220. Kazuya Kobayashi, Yasunao Hattori, Ayaka Deguchi, Yukie Nohara, Tomomi Akiyama, 

Kenta Teruya, Akira Sanjoh, Atsushi Nakagawa, Eiki Yamashita, Kenichi Akaji: Evaluation 

of Hydroxymethylcarbonyl and Hydroxyethylamine Isosteres in a Superior BACE1 

Cleavage Sequence for BACE1 Inhibitors. 7th International Peptide Symposium, 

Singapore, 2015.12. 

221. Chiyuki Awahara, Tadashi Tatsumi, Saki Furuta, Gen Shinjoh, Hiroyuki Konno, Kazuto 

Nosaka, Kazuya Kobayashi, Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Synthesis and evaluation of 

retro-inverso-modified HTLV-1 protease inhibitor. 第 52 回ペプチド討論会 (平塚), 

2015.11. 

222. Masaki Wakabayashi, Daiki Takanuma, Yota Saito, Kenichi Akaji, Hiroyuki Konno: 

Synthesis and evaluation of serine and isoserine derivatives toward the SARS 3CL 

protease inhibitor. 第 52 回ペプチド討論会 (平塚), 2015.11. 

223. Kenta Teruya, Yasunao Hattori, Yasuhiro Shimamoto, Kazuya Kobayashi, Akira Sanjoh, 

Eiki Yamashita, Atsushi Nakagawa, Kenichi Akaji: A chemometrical analysis of structures 

of SARS 3CL protease complexed with inhibitor. 第 52 回ペプチド討論会 (平塚), 

2015.11. 

224. 松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、山下正行: アセトゲニンチオフェン誘導体

のTHF 環部位の立体異性体の合成と活性評価. 第33回 メディシナルケミストリーシン

ポジウム (千葉), 2015.11.*28 

225. Takahiro Matsumoto, Seikou Nakamura, Souichi Nakashima, Masayuki Yoshikawa, Hisashi 

Matsuda: Structure of constituents isolated from the flower buds of Cananga odorata and 

their bioactivities. 7th Asian Association of Schools of Pharmacy (AASP) Conference, 

TAIWAN, 2015.10. 

226. Masashi Fukaya, Seikou Nakamura, Souichi Nakashima, Yoshimi Oda, Masayuki 

Yoshikawa, Hisashi Matsuda: Alkaloids with melanogenesis inhibitory effects from the 

leaves of Murrya koenigii. 7th Asian Association of Schools of Pharmacy (AASP) 

Conference, TAIWAN, 2015.10. 

227. Tomoe Ohta, Seikou Nakamura, Souichi Nakashima, Masayuki Yoshikawa, Hisashi 

Matsuda: Research of biofunctional constituents from Assam tea flower. 7th Asian 

Association of Schools of Pharmacy (AASP) Conference, TAIWAN, 2015.10. 

228. 松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、山下正行: アセトゲニンチオフェン誘導体
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のTHF 環部分の立体化学に関する構造活性相関研究 . 第65回日本薬学会近畿支部

総会・大会 (大阪), 2015.10.*28 

229. 吉澤慎一郎、越野裕貴、足尾真実、岸一俊、照屋健太、小林数也、服部恭尚、赤路健

一: オキサ－デカリン型骨格を有する SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の合成. 第 65 回

日本薬学会近畿支部総会・大会 (大阪), 2015.10. 

230. 高田美波、山崎由香子、大江保奈美、八倉千夏、水口貴章、服部恭尚、小林数也、赤路

健一: EGF レセプター細胞外領域の二量化阻害に着目した環状ペプチドの構造活性相

関研究. 第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (大阪), 2015.10. 

231. 櫻井春華、大西康司、小松侑加、照屋健太、真壁秀文、小林数也、赤路健一、服部恭

尚: mono-THF 型バンレイシ科アセトゲニン、cis-Solamin A のピロリジンアナログの合成. 

第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (大阪), 2015.10. 

232. 服部恭尚、嶋本康広、小林数也、照屋健太、三城明、中川敦史、山下栄樹、赤路健一: 

基質ペプチド配列に基づくアザ-デカリン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の合成と阻

害活性評価. 2015 年度 日本農芸化学会中部・関西支部合同大会 (富山), 2015.9. 

233. 松本崇宏、中村誠宏、中嶋聡一、辻畑潤一郎、矢野真実子、伊藤謙、吉川雅之、松田久

司: 中国産金針花から得られた成分の構造と神経分化促進様作用 . 日本生薬学会第

62 回年会岐阜 (岐阜), 2015.9. 

234. 深谷匡、中村誠宏、上田昂、中嶋聡一、黒岡希和子、平松慶子、笠香織、小川慶子、劉

江、伊藤謙、吉川雅之、松田久司: 桂皮酸誘導体の一酸化窒素産生抑制作用. 日本生

薬学会第 62 回年会岐阜 (岐阜), 2015.9. 

235. 石橋道男、長尾静子、吉原大輔、千原良友、小島直人、藤本清秀、東原英二: ＰＣＫ多

発性嚢胞腎ラットにおける乳頭部の傍集合管毛細血管の変化. 第23回嚢胞性腎疾患研

究会 (川崎), 2015.9. 

236. 森本幸太、小島直人、堀内正子、岩﨑宏樹、山下正行: デュアルコア型アセトゲニン誘

導体の合成研究. 第35回有機合成若手セミナー 明日の有機合成を担う人のために 

(京都), 2015.8. 

237. 松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、山下正行: アセトゲニンチオフェン誘導体

のTHF環部分の立体化学に関する構造活性相関研究. 第35回有機合成若手セミナー 

明日の有機合成を担う人のために (京都), 2015.8. 

238. Seikou Nakamura, Souichi Nakashima, Yoshimi Oda, Nami Yokota, Takahiro Matsumoto, 

Tomoe Ohta, Keiko Ogawa, Masashi Fukaya, Masayuki Yoshikawa, Hisashi Matsuda: 

Carbazole alkaloids from the leaves of Murraya koenigii and their inhibitory effects on 

melanogenesis. INAUGURAL SYMPOSIUM OF THE PHYTOCHEMICAL SOCIETY OF 

ASIA, Tokushima, 2015.8. 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

1. 本プロジェクトのホームページを以下の URL で公開し、研究概要、活動報告、受賞、等を

掲示している。 http://labo.kyoto-phu.ac.jp/bunshi/index.html 

2. 本プロジェクトのキックオフシンポジウムを、2015 年 9 月 25 日に開催した。報告書を大学

のホームページに掲載している（https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/ 

project2/pdf/2017venture_report.pdf）。 
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3. 2016 年度の Annual Meeting を 2016 年 9 月 28 日に行い、報告書を大学のホームページ

に 掲 載 し て い る （ https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/ 

2016venture_report.pdｆ）。 

4. 2017 年度の Annual Meeting を 2017 年 9 月 1 日に行い、報告書を大学のホームページ

に掲載している（https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/2017 

venture_report.pdf）。 

＜これから実施する予定のもの＞ 

1. 2018 年度 Annual Meeting を 2018 年 9 月 13 日に開催する。 

2. 2019年度Annual Meetingも開催予定であり、本プロジェクトテーマに主眼を置いたシンポ

ジウムを開催できればと考えている。 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

本プロジェクトに参画する教員・大学院生・学部生が、各学会等において受賞している。 

1. 次世代を担う創薬•医療薬理シンポジウム 2017 優秀ポスター発表賞 

磯村拳一、若林亮介、服部恭尚、嶋本康広、小林数也、戸田侑紀、高田和幸、赤路健

一、芦原英司．新規 Wnt/-カテニン経路阻害剤は TGF-β刺激による A549 ヒト非小

細胞肺がん細胞株の遊走を抑制する。*5 

2. The 58th Annual Meeting of American Society of Hematology ASH Abstract 

Achievement Award 

Natsuki Imaysohi, Makoto Yoshioka, Susumu Nakata, Jay Chauhan, Yoko Kado, Yuki Toda, 

Steven Fletcher, Jeffrey Strovel, Kazuyuki Takata, Eishi Ashihara. “A novel BRD4 

inhibitor CA2 suppresses MM cell proliferation in an orthotopic myeloma mouse model.” *9 

3. The 4th International Symposium of Training Plan for Oncology Professionals MERIT 

AWARD 

Yuki Toda, Kenichi Akaji, Eishi Ashihara. The Challenge to Cancer-Targeting using 

Exosomes. “The Challenge to Cancer-Targeting using Exosomes.” *12 

4. 第 65 回日本薬学会近畿支部大会 優秀ポスター賞 

松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、 山下正行．「アセトゲニンチオフェン誘導

体の THF 環部分の立体化学に関する構造活性相関研究」*28 

5. 第 7 回食品薬学シンポジウム 優秀発表賞 

深谷匡、中村誠宏、松本朋子、林雅子、中川涼太、中嶋聡一、松田久司．「伝承薬物を

素材とした硫黄原子を含む生体機能性成分の探索」*26 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
大学発創薬ベンチャーの先駆けとなってほしい。 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
プロジェクト開始当初から、大学発創薬ベンチャー設立に向けて取り組み、すべてのシー

ズを洗い直し、進捗報告会を年 2 回行うとともに、各参画者間の議論も密に行い進めてきた。
3 年目には、推進すべきプロジェクトを 4 つに絞り、各研究者の総力でもって共同研究を展開
している。まずは特許申請を目指して進め、現在3つの特許シーズを有する。さらに派生し、4
つの特許シーズを考えている。特許取得後は、前臨床試験を進めベンチャー設立をめざすと
ともに、シーズのライセンスアウトを進め、本学発の分子標的治療薬の創製を目指す。 
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愛学館 35 45
躬行館 24 39 ― ―
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創薬科学フロンティア研究センター

総

額

総 計

バイオサイエンス研究センター

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

平
成
2
9
年
度

0

施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
8
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

平
成
2
7
年
度

施 設

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

781㎡
平成11年度

平成25年度

217,309

私　学
助　成

装 置

平成21年度 1,176㎡
昭和63年度

法人番号 261006

共同研
究機関
負担

事業経費

私学助成

1,007㎡

108,654



（様式1）

S1511024Lプロジェクト番号
法人番号 261006

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
  平成 年度

13,825

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

14,078 14,078

教育研究経費支出

人件費支出

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成

実験用具（8,071）試薬（4,336）その他（1,417）

積　　算　　内　　訳

私学助成

私学助成

私学助成
私学助成

8,337

8,337

私学助成

私学助成

0

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
マイクロチューブ用サーモシェーカー他

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

計

0
8,337

8,337

学会及び研究会参加 253

27

小  科  目
主　な　使　途 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

1

FACS Calibur HG 1 1,236

GM3000
平成18年度

平成13年度

1 820
39,9992,233

3,564

94 15,831 7,915

5,346
26,666LSM510META 1

11,757

1,792
873

1,400
4,673

30,314 15,000
27,977
41,902

13,988

1

平成28年度 LSM800

平成25年度 Operreta
平成25年度 JNM-ECS400

1
1
1

型　　番

平成25年度 MultiRad 160型
共焦点レーザー顕微鏡システム

LSRFortessa 平成27年度 LSRFortessa　X-20

Lumina XRⅢIVIS Lumina XRⅢシステム 17,102
（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数

1

事業経費 補助金額

34,205

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

19,950
23,514

図　　　　書

887

13,825

GloMaxDiscovrySystem

X線照射装置

FACS Calibur

（情報処理関係設備）

プロテオミクス分子リガンド微量分子構造解析システム

超伝導デジタルNMR装置

報酬・委託料

金　　額

通信運搬費
印刷製本費

（兼務職員）

旅費交通費

計

253 第89回日本薬理学会年会等

（　研　究　費　　）

平成27年度

平成25年度

500MHZNMR分子構造設計システム

研究支援推進経費

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

細胞イメージングシステム

（研究設備）

整備年度

平成26年度

シングル四重極LC/MSシステム 平成27年度年度

FT-NMR装置

共焦点レーザー顕微鏡システム

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

年　　　度

私学助成
LCMS-IT-TOF 1 607 48,006

平成6年度 JNM-LA500 1 14,943 書類保存年限超過で詳細不明

21,165

私学助成

私学助成
生理活性化合物質量解析システム 平成5年度 JMS-SX102A 1 301 書類保存年限超過で詳細不明 私学助成

大気中イオン化/IT－TOF型質量分析装置

JNM-ECA600K型 1 14,950 92,400 46,200
LC/MS6130B 1 724 10,147 5,074

私学助成

BD FACS Jazz 平成24年度 BD FACS Jazz 1 713 22,419 22,419 私学助成

平成17年度

平成26年度 AVANCE　ⅢHD 1 4,032 19,711
Bruker microflex 1 643 25,200平成24年度

0
私学助成

フーリエ変換赤外線分光光度計 平成28年度 FT/IR4600 1 200 2,235 0

高感度MALDI TOF/MSシステム

0

書類保存年限超過で詳細不明

円二色性分散計 平成26年度 J-1500-450STG 1 552 17,434

25,200



（様式1）

S1511024Lプロジェクト番号
法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
  平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0

計 3,587 3,587

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,587 3,587 卓上型パーソナルユース細胞培養装置他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 16,031 16,031

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（　研　究　費　　） 15,840 15,840 実験用具（9,491）試薬（4,649）その他（1,699）

印刷製本費
旅費交通費 191 学会及び研究会参加 191 第39回日本分子生物学会年会等

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0

計 5,891 5,891

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,891 5,891 ロータリーエバポレーター他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 12,871 12,871

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（　研　究　費　　） 12,681 12,681 実験用具（4,240）試薬（5,583）その他（2,857）

印刷製本費
旅費交通費 190 学会及び研究会参加 190 第65回日本薬学会近畿支部総会・大会等

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式1）

S1511024Lプロジェクト番号
法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
  平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0

計 2,342 2,342

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,342 2,342 リアルタイムPCR装置他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 11,223 11,223

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（　研　究　費　　） 11,070 11,070 実験用具（7,010）試薬（2,507）その他（1,553）

印刷製本費
旅費交通費 153 学会及び研究会参加 153 第21回がん分子標的治療学会学術集会等

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 29

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0

計 4,173 4,173

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,173 4,173 ｳｴｽﾀﾝﾌﾞﾛｯﾄｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｼｽﾃﾑ他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 13,404 13,404

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（　研　究　費　　） 13,127 13,127 実験用具（3,912）試薬（4,790）その他（4,424）

印刷製本費
旅費交通費 277 学会及び研究会参加 277 第20回日本がん分子標的治療学会学術集会等

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28



（様式1）

S1511024Lプロジェクト番号
法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0

計 3,048 3,048

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,048 3,048 チューブミキサー他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 14,164 14,164

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（　研　究　費　　） 14,040 14,040 実験用具（5,746）試薬（6,389）その他（1,904）

印刷製本費
旅費交通費 124 学会及び研究会参加 124 第67回日本薬学会近畿支部総会等

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 29














